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迫
り
く
る「
ビ
ロ
ー
ド
革
命
」と
イ
ス
ラ
ー
ム
革
命
防
衛
の「
本
土
決
戦
」

佐
藤
秀
信

特
集

特
集

イラン ―革命から30年目の危機

　

二
〇
〇
九
年
六
月
一
二
日
の
第
一
〇
期
大
統
領

選
挙
後
、
七
九
年
の
革
命
以
来
と
評
さ
れ
る
大
規

模
な
騒
乱
が
、
首
都
テ
ヘ
ラ
ン
を
初
め
イ
ラ
ン
主

要
都
市
に
て
発
生
し
た
。
選
挙
の
開
票
過
程
・
結

果
に
抗
議
す
る
人
々
に
対
し
、
体
制
側
、
と
り
わ

け
革
命
防
衛
隊
の
動
員
部
門
で
あ
る
バ
ス
ィ
ー
ジ

は
、
徹
底
的
に
鎮
圧
す
る
姿
勢
を
崩
さ
な
か
っ
た
。

筆
者
の
よ
う
な
第
三
者
か
ら
見
れ
ば
、
体
制
の
将

来
に
大
き
な
禍
根
を
残
す
こ
と
が
明
ら
か
な
の
に
、

彼
ら
が
こ
こ
ま
で
過
激
な
対
応
を
取
っ
た
の
は
何

故
な
の
か
。
小
論
で
は
、
革
命
か
ら
今
次
騒
乱
ま

で
の
約
三
〇
年
間
、
革
命
防
衛
隊
が
内
外
の
脅
威

を
ど
の
よ
う
に
認
識
・
言
説
化
し
て
き
た
か
を
辿

る
こ
と
で
、
そ
の
疑
問
に
対
す
る
筆
者
な
り
の
回

答
を
提
示
し
た
い
。

　

最
初
に
、
選
挙
前
後
に
お
け
る
革
命
防
衛
隊
の

脅
威
認
識
を
概
観
し
て
、
現
在
的
な
要
点
を
踏
ま

え
て
お
く
。
か
か
る
脅
威
認
識
は
、
六
月
上
旬
以

降
、
革
命
防
衛
隊
発
行
の
週
刊
誌
『
黎
明
』
に
て

毎
号
の
よ
う
に
掲
載
さ
れ
た
「
ビ
ロ
ー
ド
革
命

（enqelāb-e m
akhm

alī

）」
を
焦
点
と
す
る

ジ
ャ
ヴ
ァ
ー
ニ
ー
同
隊
政
治
部
長
の
対
談
・
論
説

に
、
最
も
端
的
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。「
ビ
ロ
ー

ド
革
命
」
と
は
、
一
般
に
は
八
九
年
に
チ
ェ
コ
ス

ロ
バ
キ
ア
で
起
こ
っ
た
無
血
の
体
制
変
革
を
指
す

が
、
イ
ラ
ン
の
政
治
コ
ン
テ
ク
ス
ト
で
は
、
ソ
連

崩
壊
に
至
る
東
欧
革
命
お
よ
び
今
世
紀
初
頭
の
グ

ル
ジ
ア
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
、
キ
ル
ギ
ス
に
て
色
を
シ

ン
ボ
ル
に
体
制
変
革
を
成
し
遂
げ
た
「
色
革
命
」

を
包
含
す
る
総
称
と
し
て
も
、
理
解
さ
れ
る
。

　

六
月
上
旬
と
い
え
ば
、
候
補
者
総
あ
た
り
の
テ

レ
ビ
討
論
会
が
放
映
さ
れ
、
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
ネ

ジ
ャ
ー
ド
の
対
抗
馬
と
目
さ
れ
た
ム
ー
サ
ヴ
ィ
ー

に
対
す
る
支
持
が
、
急
速
に
盛
り
あ
が
っ
た
時
期

で
あ
っ
た
。各
対
談・論
説
に
て
ジ
ャ
ヴ
ァ
ー
ニ
ー

は
、
イ
ラ
ン
国
内
外
で
下
準
備
が
進
む
「
ビ
ロ
ー

ド
革
命
」
は
現
体
制
に
と
っ
て
大
き
な
脅
威
で
あ

る
、
そ
の
「
革
命
分
子
」
と
し
て
の
急
進
改
革
派

「
ホ
ル
ダ
ー
ド
月
二
日
」
勢
力
（
＝
ハ
ー
タ
ミ
ー

が
当
選
し
た
九
七
年
の
大
統
領
選
挙
日
を
名
称
に

と
っ
た
政
治
連
合
の
残
党
）
は
選
挙
を
契
機
に

ム
ー
サ
ヴ
ィ
ー
陣
営
を
通
じ
て「
ビ
ロ
ー
ド
革
命
」

を
目
指
し
て
い
る
、「
ホ
ル
ダ
ー
ド
月
二
日
」
勢

力
を
支
援
す
る
西
洋
は
東
欧
・
コ
ー
カ
サ
ス
で
成

功
さ
せ
た
「
ビ
ロ
ー
ド
革
命
」
を
今
度
は
イ
ラ
ン

で
成
し
遂
げ
よ
う
と
し
て
い
る
、
な
ど
と
指
弾
し

て
い
た
。

　

そ
れ
以
前
か
ら
ず
っ
と
革
命
防
衛
隊
の
幹
部
た

ち
は
、
西
洋
と
急
進
改
革
派
の
連
携
を
指
摘
し
続

け
て
は
い
た
。し
か
し
、選
挙
運
動
期
間
中
に
ム
ー

サ
ヴ
ィ
ー
の
当
選
可
能
性
が
急
速
に
高
ま
っ
た
こ

と
で
、
革
命
防
衛
隊
政
治
部
門
ト
ッ
プ
自
ら
が
選

挙
前
に
特
定
候
補
を
公
然
非
難
す
る
と
い
う
、
異

例
の
事
態
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。

　

ア
フ
マ
デ
ィ
ー
ネ
ジ
ャ
ー
ド
大
統
領
を
初
め
、

革
命
防
衛
隊
出
身
の
政
治
家
は
、
権
力
エ
リ
ー
ト

間
の
力
関
係
を
十
分
考
慮
し
て
、
内
政
上
は
柔
軟

か
つ
現
実
的
な
言
動
を
と
る
傾
向
が
強
い
。
こ
れ

に
対
し
、
ジ
ャ
ヴ
ァ
ー
ニ
ー
は
純
然
た
る
軍
人
官

僚
で
あ
り
、
そ
の
発
言
は
隊
内
で
共
有
さ
れ
る
政

治
観
を
忠
実
に
反
映
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
政
治

観
か
ら
立
ち
上
げ
ら
れ
る
「
ビ
ロ
ー
ド
革
命
」
へ

の
危
機
感
は
、
ま
だ
騒
乱
が
続
い
て
い
た
六
月

一
九
日
の
ハ
ー
メ
ネ
イ
ー
最
高
指
導
者
の
金
曜
礼

拝
前
説
教
に
よ
っ
て
、
体
制
公
認
の
イ
デ
オ
ロ

ギ
ー
と
し
て
裏
書
き
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

同
説
教
を
め
ぐ
っ
て
は
、
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
ネ

ジ
ャ
ー
ド
大
統
領
へ
の
露
骨
な
肩
入
れ
や
開
票
結

果
確
定
前
の
結
果
承
認
な
ど
、
最
高
指
導
者
と
し

て
の
立
場
の
ぶ
れ
が
大
き
く
注
目
さ
れ
た
。
だ
が
、

説
教
最
後
部
に
お
け
る
、
シ
オ
ニ
ス
ト
の
支
援
に
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よ
っ
て
〇
三
年
に
成
就
し
た
グ
ル
ジ
ア
の
「
ビ

ロ
ー
ド
革
命
」（
マ
マ
）
は
イ
ラ
ン
で
は
成
功
し

得
な
い
の
だ
、
と
の
言
明
に
こ
そ
、
騒
乱
に
対
す

る
ハ
ー
メ
ネ
イ
ー
の
基
本
姿
勢
が
凝
縮
さ
れ
て
い

た
の
で
あ
る
。

　

体
制
の
脅
威
を
誇
大
に
言
説
化
す
る
こ
の
種
の

論
法
は
、
現
代
の
数
あ
る
権
威
主
義
体
制
に
お
い

て
珍
し
く
は
な
く
、
イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ー
ム
共
和

国
体
制
史
に
お
い
て
も
数
多
の
ヴ
ァ
ー
ジ
ョ
ン
が

存
在
し
て
き
た
。
と
は
い
え
、
三
〇
年
間
に
渡
る

米
国
・
イ
ス
ラ
エ
ル
と
の
厳
し
い
対
立
、
お
よ
び

イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
を
中
核
理
念

と
す
る
国
家
体
制
の
存
続
と
い

う
経
緯
を
考
慮
す
れ
ば
、
そ
の

言
説
の
内
容
に
は
、
イ
ラ
ン
を

め
ぐ
る
現
代
の
国
際
関
係
が
産

み
落
と
し
て
き
た
固
有
の
問
題

群
が
投
影
さ
れ
て
い
る
と
い
え

よ
う
。

　

で
は
、
か
か
る
革
命
防
衛
隊

の
脅
威
認
識
は
、
如
何
な
る
経

緯
で
形
成
さ
れ
て
き
た
の
か
。

革
命
防
衛
隊
創
設
か
ら
の
三
〇

年
間
を
、
段
階
的
に
区
切
り
な

が
ら
素
描
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
、

隊
創
設
か
ら
イ
ラ
ン
・
イ
ラ
ク

戦
争
停
戦
ま
で
の
七
九
～
八
八

年
は
、
革
命
防
衛
隊
が
新
国
家

体
制
防
衛
の
「
実
績
」
を
積
ん

だ
時
代
と
認
め
ら
れ
る
。
七
九

年
五
月
に
設
立
さ
れ
た
革
命
防
衛
隊
（
お
よ
び

八
〇
年
に
同
隊
傘
下
に
入
っ
た
バ
ス
ィ
ー
ジ
）
は
、

す
ぐ
に
エ
ス
ニ
ッ
ク
・
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
や
共
産
主

義
勢
力
な
ど
反
体
制
派
の
掃
討
、
お
よ
び
国
軍
に

よ
る
反
革
命
ク
ー
デ
タ
ー
の
防
止
に
専
従
し
、
結

果
と
し
て
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
勢
力
に
よ
る
権
力
奪

取
に
貢
献
し
た
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
前
後
す
る
八
〇
年
九
月
、
イ
ラ
ン
・
イ

ラ
ク
戦
争
が
勃
発
し
た
た
め
、
革
命
防
衛
隊
は
組

織
資
源
を
国
内
向
け
活
動
か
ら
対
イ
ラ
ク
戦
線
へ

偏
重
さ
せ
て
い
く
。
戦
争
で
は
、
米
ソ
両
陣
営
が

イ
ラ
ク
・
フ
セ
イ
ン
体
制
を
支
援
し
た
が
、
イ
ラ

ン
は
甚
大
な
被
害
を
出
し
な
が
ら
も
堪
え
忍
び
、

停
戦
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
ま
た
そ
の
時
期
、
革
命
防

衛
隊
が
対
峙
し
た
諸
勢
力
は
、
民
族
主
義
、
自
由

主
義
、
共
産
主
義
な
ど
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
様
々

で
あ
っ
た
が
、
実
際
に
武
力
で
対
峙
し
た
点
で
共

通
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
革
命
防
衛
隊
に
と
っ
て
、

こ
の
時
期
の
脅
威
は
直
接
的
に
実
感
で
き
、
か
つ

強
力
だ
が
克
服
可
能
な
経
験
実
体
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
停
戦
か
ら
第
七
期
大
統
領
選
挙
ま

で
の
八
八
～
九
七
年
は
、
西
洋
の
「
文
化
侵
略

（tahājom
-e farhangī

）」
に
抗
す
る
「
心
理

戦
（jang-e ravānī

）」
の
時
代
と
な
る
。
八
八

年
の
停
戦
、
お
よ
び
翌
八
九
年
の
ホ
メ
イ
ニ
ー
死

去
を
経
て
、
最
高
指
導
者
に
就
任
し
た
ハ
ー
メ
ネ

イ
ー
の
権
力
基
盤
は
当
初
、
政
教
両
面
に
て
脆
弱

で
あ
っ
た
。
弱
い
統
治
者
が
仮
想
敵
を
創
り
出
し

て
権
力
基
盤
を
固
め
た
が
る
の
は
、
古
今
東
西
の

常
で
あ
ろ
う
。
九
〇
年
代
前
半
に
ハ
ー
メ
ネ
イ
ー

新
体
制
は
、
八
〇
年
代
の
軍
事
脅
威
と
入
れ
替
わ

る
形
で
到
来
す
る
西
洋
の
「
文
化
侵
略
」
を
煽
り

始
め
た
。
そ
れ
に
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
、文
化・

プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
機
関
と
の
連
携
や
関
連
法
令
の
整

備
な
ど
、
革
命
防
衛
隊
の
非
軍
事
活
動
・
社
会
浸

透
の
制
度
化
が
、
体
制
一
丸
で
進
め
ら
れ
た
。
こ

の
頃
の
革
命
防
衛
隊
は
、
ハ
ー
メ
ネ
イ
ー
へ
の
傾

倒
を
強
め
て
隊
内
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
教
化
体
制
を

整
備
し
、
戦
時
の
人
員
を
官
庁
・
警
察
・
他
軍
に

振
り
分
け
、
若
年
人
口
増
で
拡
大
す
る
都
市
新
興

区
域
に
て
バ
ス
ィ
ー
ジ
の
末
端
拠
点
を
拡
大
さ
せ

る
な
ど
、
戦
時
以
上
に
非
軍
事
面
の
下
部
構
造
を

強
化
す
る
方
策
を
次
々
と
打
ち
出
し
て
い
っ
た
。

　

以
上
の
国
内
情
勢
と
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
、

国
外
で
は
「
文
化
侵
略
」
を
連
想
す
る
に
足
る
出

来
事
が
、
次
々
と
発
生
し
た
。
そ
の
中
で
も
、

九
一
年
の
湾
岸
戦
争
と
ソ
連
崩
壊
を
契
機
と
す
る

米
国
の
超
大
国
化
を
底
流
と
し
て
、
九
三
年
に
旧

ソ
連
圏
の
新
興
独
立
国
家
の
民
主
化
支
援
を
目
的

と
し
て
ジ
ョ
ー
ジ
・
ソ
ロ
ス
率
い
る
オ
ー
プ
ン
・

ソ
サ
エ
テ
ィ
・
イ
ン
ス
テ
ィ
チ
ュ
ー
ト
が
設
立
、

同
年
に
誕
生
し
た
ク
リ
ン
ト
ン
米
民
主
党
政
権
と

ソ
ロ
ス
人
脈
の
接
近
、
九
五
年
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に
よ

る
ユ
ー
ゴ
空
爆
と
い
っ
た
、
一
見
し
て
中
東
地
域

と
は
関
わ
り
が
な
い
出
来
事
は
、
革
命
防
衛
隊
に

は
全
て
が
連
関
す
る
策
動
と
し
て
認
識
さ
れ
た
。

す
な
わ
ち
、
前
述
の
「
ビ
ロ
ー
ド
革
命
」
以
降
、

西
洋
が
軍
事・非
軍
事
の
両
面
で
西
欧
か
ら
東
欧・

コ
ー
カ
サ
ス
に
東
漸
し
て
橋
頭
堡
を
築
き
、
イ
ラ

ン
へ
迫
る
過
程
と
見
え
た
の
で
あ
る
。
加
え
て
、

か
つ
て
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
上
の
仮
想
敵
だ
っ
た
共
産

主
義
陣
営
の
大
幅
後
退
、
お
よ
び
近
隣
諸
国
に
お

大統領認証式のハーメネイー（左と）
アフマディネジャード（右）。

（写真提供： ロイター/アフロ）
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け
る
反
西
洋
的
な
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
勢
力
の
伸
長

は
、
米
国
・
西
欧
を
中
心
と
す
る
西
洋
を
敵
と
し

て
一
本
化
す
る
に
は
好
都
合
だ
っ
た
。
し
か
し
な

が
ら
こ
の
八
八
～
九
七
年
は
、
米
国
の
経
済
制
裁

措
置
を
別
と
す
れ
ば
、
西
洋
が
イ
ラ
ン
国
内
に
て

深
刻
な
事
件
を
引
き
起
こ
す
わ
け
で
も
な
く
、
ま

た
革
命
防
衛
隊
が
国
内
政
治
の
中
で
は
強
い
発
言

力
を
確
保
し
て
い
な
か
っ
た
、
い
わ
ば
平
穏
な
時

代
で
も
あ
っ
た
。

　

そ
こ
に
区
切
り
を
つ
け
た
の
が
、
九
七
年
の
大

統
領
選
挙
と
そ
の
後
の
急
進
改
革
派
の
台
頭
で
あ

る
。
そ
の
二
つ
の
出
来
事
は
、
敵
が
直
接
的
に
感

じ
ら
れ
る
ば
か
り
か
、
ウ
イ
ル
ス
の
よ
う
に
国
内

深
部
ま
で
入
り
込
む
深
刻
な
脅
威
と
し
て
到
来
し

た
契
機
と
、
現
在
の
革
命
防
衛
隊
に
は
記
憶
さ
れ

る
。
実
は
革
命
防
衛
隊
に
と
っ
て
、
九
〇
年
代
に

進
ん
だ
ラ
フ
サ
ン
ジ
ャ
ー
ニ
ー
一
派
に
よ
る
国
益

の
私
物
化
、
国
家
財
政
の
悪
化
、
そ
れ
に
並
行
す

る
政
治
的
閉
塞
は
歓
迎
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、

し
た
が
っ
て
既
得
権
益
を
害
さ
な
い
範
囲
で
、
何

ら
か
の
構
造
的
変
革
が
期
待
さ
れ
て
い
た
。
九
七

年
の
大
統
領
選
挙
時
、
革
命
防
衛
隊
隊
員
の
大
半

が
状
況
打
開
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
っ
た
ハ
ー
タ
ミ
ー

を
支
持
し
た
と
度
々
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
選
挙

時
の
革
命
防
衛
隊
上
層
部
に
お
い
て
は
、
保
守
派

か
ら
改
革
派
へ
の
政
権
移
行
は
、
そ
れ
ほ
ど
大
事

で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
政
権
発
足
後
、
ハ
ー
タ
ミ
ー
を
支
持
す

る
学
生
ら
と
強
硬
保
守
派
団
体
が
衝
突
す
る
中
で
、

政
権
が
学
生
ら
を
擁
護
し
、
こ
れ
に
並
行
し
て
ク

リ
ン
ト
ン
米
政
権
と
ハ
ー
タ
ミ
ー
政
権
が
接
近
し

合
う
状
況
下
、
革
命
防
衛
隊
上
層
部
の
危
機
感
は
、

徐
々
に
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
革
命
防
衛
隊
か
ら
見

れ
ば
、
九
〇
年
代
前
半
以
来
の
西
洋
に
よ
る
「
文

化
侵
略
」
は
、
イ
ラ
ン
国
民
の
精
神
を
着
実
に
蝕

み
、
と
う
と
う
国
家
体
制
を
動
揺
さ
せ
る
水
準
ま

で
到
達
し
た
の
で
あ
る
。
か
か
る
危
機
感
は
、

九
九
年
の
テ
ヘ
ラ
ン
大
学
寮
襲
撃
事
件
後
の
騒
擾

の
最
中
、「
政
権
が
騒
擾
に
断
固
た
る
対
応
を
採

ら
な
け
れ
ば
ク
ー
デ
タ
ー
を
も
辞
さ
な
い
」
旨
の

連
名
書
簡
を
、
革
命
防
衛
隊
将
校
が
ハ
ー
タ
ミ
ー

宛
に
発
出
し
た
こ
と
に
も
、
よ
く
示
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
か
ら
今
世
紀
に
入
り
、
急
進
改
革
派
と
体

制
側
と
の
対
立
が
頂
点
に
達
し
た
頃
の
〇
三
年
六

月
に
発
生
し
た
全
国
的
騒
擾
は
、
西
洋
の
浸
透
が

国
内
に
い
ま
だ
根
深
い
こ
と
を
、
体
制
側
に
実
感

さ
せ
る
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
こ
の
頃
、
政
界
レ

ベ
ル
で
急
進
改
革
派
の
退
潮
が
決
定
的
に
な
る
こ

と
で
、
国
内
統
制
の
権
限
を
専
有
で
き
る
好
機
が
、

体
制
側
に
生
ま
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
体
制
側
は
、

巧
み
な
治
安
対
策
に
よ
っ
て
騒
擾
を
沈
静
化
し
、

政
界
・
国
民
の
両
レ
ベ
ル
で
改
革
気
運
を
潰
し
た

後
、
〇
四
年
国
会
議
員
選
挙
と
〇
五
年
大
統
領
選

挙
で
は
、
経
済
改
善
能
力
を
謳
う
「
新
保
守
」
勢

力
を
立
ち
あ
げ
、
行
政
府
・
立
法
府
を
急
進
改
革

派
か
ら
奪
い
返
し
た
。
と
り
わ
け
、
〇
五
年
大
統

領
選
挙
に
て
当
選
し
た
ア
フ
マ
デ
ィ
ー
ネ
ジ
ャ
ー

ド
は
、
雑
多
な
保
守
諸
派
か
ら
成
る
「
新
保
守
」

の
中
で
も
、
革
命
防
衛
隊
の
脅
威
認
識
に
強
く
共

感
す
る
人
物
と
し
て
、
革
命
防
衛
隊
に
と
っ
て
は

理
想
的
な
大
統
領
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
現
在
ま

で
の
革
命
防
衛
隊
は
、
行
政
府
の
手
厚
い
支
援
を

受
け
、
政
治
・
社
会
領
域
へ
の
浸
透
を
加
速
さ
せ

た
。
そ
れ
は
、
急
進
改
革
派
の
台
頭
以
降
の
危
機

を
克
服
す
る
の
み
な
ら
ず
、
革
命
防
衛
隊
が
国
権

中
枢
を
掌
握
す
る
道
を
拓
い
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
の
時
期
国
外
で
は
、
革
命
防
衛
隊
の

危
機
感
を
高
め
る
出
来
事
が
連
発
し
た
。
主
要
な

と
こ
ろ
で
は
、
〇
一
年
の
米
同
時
多
発
テ
ロ
を
契

機
と
す
る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
イ
ラ
ク
の
体
制
崩

壊
、
そ
の
後
の
イ
ラ
ン
周
辺
国
に
お
け
る
米
軍
の

駐
留
拡
大
、
〇
三
年
以
降
の
旧
ソ
連
圏
に
お
け
る

「
色
革
命
」、
〇
五
年
の
民
主
化
支
援
路
線
の
強
化

と
い
う
米
国
の
対
イ
ラ
ン
政
策
変
更
が
あ
げ
ら
れ

る
。
こ
う
し
て
軍
事
・
非
軍
事
両
面
の
脅
威
が
国

外
に
て
増
大
す
る
反
面
、
国
内
で
は
急
進
改
革
派

の
壊
滅
に
よ
っ
て
、
脅
威
は
消
滅
し
た
は
ず
だ
っ

た
。
し
か
し
今
次
選
挙
後
の
騒
乱
に
よ
っ
て
、
西

洋
と
繋
が
る
国
内
の
脅
威
が
復
活
し
、「
ビ
ロ
ー

ド
革
命
」
の
蓋
然
性
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
高
ま
っ

た
と
、
革
命
防
衛
隊
は
思
い
知
っ
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
イ
ラ
ン
・
イ
ス
ラ
ー
ム
共
和
国
体
制
が

存
続
し
て
き
た
三
〇
年
間
は
、
革
命
防
衛
隊
に

と
っ
て
、
西
洋
の
脅
威
が
一
貫
し
て
イ
ラ
ン
を
侵

食
す
る
過
程
で
あ
っ
た
と
、
ま
と
め
ら
れ
よ
う
。

そ
し
て
、
今
次
大
統
領
選
挙
後
の
騒
乱
は
、
革
命

防
衛
隊
が
西
洋
の
「
ビ
ロ
ー
ド
革
命
」
か
ら
イ
ス

ラ
ー
ム
革
命
体
制
を
防
衛
す
る
た
め
の
「
本
土
決

戦
」
で
あ
っ
た
、
こ
れ
が
小
論
冒
頭
の
疑
問
に
対

す
る
筆
者
な
り
の
回
答
で
あ
る
。

（
さ
と
う　

ひ
で
の
ぶ
／
法
務
省
法
務
事
務

官
）


